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公立大学法人神戸市外国語大学 ２０１３年度業務実績報告書 

 

１．項目別評価（中期目標項目評価） 

（１）国際的に通用する人材の育成 

自己評価 

 

評価 Ａ  

新たにガイドラインを策定するとともに、修士課程における課題研究コー

スの整備を行った。また、新たにモナッシュ大学とダブルマスター制度の協

定を締結することができた。さらに、授業への満足度や就職内定率も高水準

であるとともに、学生相談担当教員を設置するなど、良好な大学運営を行う

ことができた。 

実施状況の概要 

（実施状況） 

１ 高度なコミュニケーション能力の養成 

(1)複数外国語運用能力の獲得 

新たにロシア・中国・イスパニア学科において専攻語学のガイドラインを

策定するとともに、eラーニングシステムのサービス内容を見直した。 

(2)幅広い教養の修得 

 初年次教育における情報メディア機器や図書館の活用方法を教授すると

ともに、多様な学習スタイルに対応したラーニングコモンズの設置など図書

館ロビーのリニューアルを実施した。 

(3)高度な外国語運用能力と幅広い知識に基づく実践的な発信力の強化 

 アクティブラーニングに対応した教室と学生の自発的な学修支援スペー

スの整備方針を決定した。また、大学生マーケティングコンテストや学内ビ

ブリオバトルを開催し学生への発表の機会を提供した。 

２ 開かれた大学院教育 

(1) 大学院教育の充実 

修士課程における課題研究コースを設置し、それに伴う必要な学則・規則

の改正を行うとともに、英語教育学専攻のプログラム充実を図った。 

(2) 研究者の育成 

 東京外国語大学と合同セミナーを開催するとともに海外の国際会議など

で研究発表を行う大学院生（博士課程）5名に渡航費等の一部を助成した。  

また、モナッシュ大学とダブルマスター制度の協定を締結した。 

３ 教育制度の継続的改革 

 授業評価アンケートを実施し、授業への総合評価が 4.3 点と満足度の高い

結果を確認した。また、教育支援事業アンケート、学生生活調査を実施した。 

４ 入試制度の検証 

 2014 年度後期入試制度の変更について受験者への周知徹底を図るととも

に、推薦入試の全国枠について効果等について検証を行った。 

５ 学生への生活支援と進路・就職支援 

(1) 学生への相談支援 

 学生相談担当教員を設置するとともに、カウンセラーとの相談・意見交換

を行った。また、「相談室だより」を年 4 回発行するとともに、学生に対し

て各種窓口があることについてホームページ等を通じて周知徹底を図った。 

(2) 就職支援の拡充 

 海外インターンシップ制度を新たに設けた。また「女子学生社会人力アッ

ププロジェクト」を開催するとともに、キャリアデザイン科目を開講した。 
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（２）高度な学術研究の推進 

自己評価 

 

評価 Ａ  

 学内の共同研究班事業を活性化するため、リサーチプロジェクト事業を創

設することができた。また、国際会議やシンポジウムの開催を支援する制度

を創設することにより、研究プロジェクトを支援する制度を整えることがで

きた。 

さらに、教員が意欲的に外部研究資金の活用に取り組んだ結果、科学研究

費補助金の獲得件数が増加した。 

 

実施状況の概要 

（実施状況） 

 

１ 外国学の研究拠点としての役割の充実 

(1) 大学独自の研究プロジェクト 

国際会議やシンポジウムの開催を支援する制度を創設し、募集を行った。

また、言語学系で国内最大規模の日本言語学会の大会（第 147 回）を開催し

た。 

 

(2) 外部資金を活用した研究活動の拡大 

科学研究費補助金説明会において外部講師を招き講演会を行うとともに、

科学研究費補助金申請窓口を継続して設置した。 

また、リサーチプロジェクト事業の採択プロジェクトに科学研究費補助金

申請を義務付けることにより申請を促す仕組みを整備した。 

 

(3) 外国学研究所事業の充実 

学内の研究事業を活性化するため、リサーチプロジェクト事業を創設し、

募集を行った。また、神戸研究学園都市大学交流推進協議会（ユニティ）の

共同研究班事業について、昨年度に引き続き申請を行った。 

 

２ 研究成果等の公表の促進 

 学術論文などを保存・公開するリポジトリシステムの本格実施を開始する

とともに、学外から招へいした研究者や客員教授による講演会などを 7件開

催するなど、一般市民への公開を行った。 

  

３ 海外の研究機関との学術提携 

 新たな学術提携先の検討を行ったが、提携にまでは至らなかった。また、

既存の提携機関との協定更新については、協議中である。 
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（３）地域貢献 

自己評価 

 

評価 Ａ  

（評価理由） 

科目等履修制度について、受講しやすい制度へ改正するとともに、図書館

の利用期間の拡充など市民の利便性向上に寄与した。また、小中高校の英語

教育の支援を行うため、様々な研修の開催や講師派遣を行った。さらに、大

規模災害時の学生ボランティア活動への支援制度を創設した。 

実施状況の概要 

（実施状況） 

１ 市民の生涯学習意欲への対応 

(1)社会人学生の受入 

 第 2 部英米学科の社会人特別選抜などで社会人学生を 20 名受け入れた。

また、科目等履修生制度について学部と第２部の区分を一本化し、希望する

時間帯に受講できるよう制度改正を行った。 

(2)市民の生涯学習機会の確保 

 オープンセミナーについては、受講者の利便性の高い時間帯について開催

した結果、160 人の参加があった。また、神戸市立博物館と共催して講演会

を実施した。さらに、図書館において利用期間の拡充を行うことにより 2,592

名の入館があり活発な市民利用につながった。 

２ 神戸市の教育拠点としての役割の充実 

(1) 小中高校の英語教育の支援  

 現職教員の指導力向上の支援のため、小学校外国語活動基本研修、中高英

語科教員スキルアップ研修、小学生の外大訪問と英語インタビュー、中学生

イングリッシュサマースクール等を開催した。さらに、県内他都市や他府県

において本学英語科教員が研修講師や審査員等を数多く務めた。 

(2) 高大連携、大学間連携の推進 

大学連携セミナー「こうべ生涯学習カレッジ」等に講師等を派遣した。ま

た、ユニティの共同事業として公開講座、語学講座、単位互換、高大連携と

ともに職員研修、情報交換を行った。 

３ 語学教員等の輩出 

 面接対策、模擬授業等の教員採用セミナーを実施するとともに、「教職ト

ークライブ」など教職支援行事を 5回開催した。また、学生への情報発信機

能の強化のため、教職サロンを学舎 1階へ移転する方針を決定した。 

４ ボランティア活動の支援 

 新入生を対象にボランティア入門講座を開催するとともに、大規模災害時

の学生ボランティア活動への支援制度を創設し、4 名のボランティアを派遣

した。また、スクールサポーターやイングリッシュサポーターとして、学校

現場に学生を派遣した。 

５ 国際都市神戸への貢献 

(1) 神戸市の国際交流事業などへの支援 

大邱国際大学フェスティバル、神戸市などが行う国際交流事業や国際スポ

ーツ大会などに学生を派遣した。また、韓国で開催された模擬国連世界大会

に学生代表が参加し名誉表彰を受けた。 

(2) 地元企業や地域への貢献 

 第 3回マーケティングコンテストを実施するとともに、キャンドルイベン

ト等地域連携事業へ参加した。 
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（４）国際交流 

自己評価 

 

評価 Ａ  

（評価理由） 

 新たに荻野スカラシップを創設することにより留学支援の更なる充実を

図るとともに、海外インターンシップ派遣プログラムを実施することによ

り、学生のコミュニケーション能力の向上に寄与することができた。また、

新たに 4大学と交換協定を締結するとともに、モナッシュ大学とダブルマス

ター制度の協定を締結することができた。 

実施状況の概要 

（実施状況） 

１ 留学支援制度の拡充 

 新たに、荻野スカラシップを創設することにより、留学支援の更なる充実

を図ることができた。また、TOEFL のｅラーニング実施等スコアアップ支援

を行うとともに、帰国留学生による留学体験談の発表会や個別相談会を実施

した。 

 さらに、海外インターンシップ派遣プログラムを実施することにより、商

品の仕入れから店頭販売まで幅広く経験することができ、コミュニケーショ

ン能力の向上に寄与した。 

２ 外国人留学生の受入れと学内の国際交流機会の拡充 

(1)日本語プログラムの充実 

 日本語プログラムの実施として、安定した留学生受入体制づくりのため、

日本語プログラムについて 3コースの柔軟なクラス・プログラムを編成し、

春学期 12名、秋学期 8名、サマーコース 3名の合計 23名の留学生を受け入

れた。 

 さらに、日本人学生との交流を図るため、2016 年度に日本語プログラム教

室を移転することを決定した。 

(2)外国人留学生への支援 

 生活支援（メンター）19 名、日本語会話パートナー32 名の学生ボランテ

ィアを確保することにより留学生の支援を行った。 

 また、英語・ロシア語・中国語・スペイン語・ドイツ語及び日本語のチャ

ット事業に 868 名が参加した。 

 さらに、日本語留学生によるスピーチ発表会、シネマプロジェクト、神戸

弁語劇において、学生ボランティア団体の協力を得て、そのコンテンツの作

成や発表会等の運営を行った。 

３ 海外の教育機関との交流・連携の拡充 

ローマ大学、サラマンカ大学、マドリード自治大学、ミュンヘン大学と交

換協定を新規に締結するとともに、モナッシュ大学と通訳翻訳分野に関する

ダブルマスター制度の協定を締結した。 

また、ロシア、中国、イスパニア学科での交換教員受入を継続し、国際関

係学科においてビクトリア大学の研究者を集中講義に招へいした。 

さらに、ダブルティグリー制度についてエルマイラ大学と協定を締結し、

天津外国語大学からダブルマスター生を受け入れた。 
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（５）柔軟で機動的な大学運営 

自己評価 

 

評価 Ａ   

（評価理由） 

役員と部会、学科等との協議の場を設けることにより、コミュニケーショ

ンを図る仕組みを構築し、様々な事業の課題等について、意思疎通を図るこ

とができた。また、人事の適正化や組織の見直し、事務の効率化を行うこと

により、高度化・専門化する大学業務への円滑な対応を行った。 

さらに、大学ロゴを活用することにより、大学の活動情報を広く社会に発

信するとともに、70周年記念事業実行委員会を立ち上げた。 

実施状況の概要 

（実施状況） 

１ 自律的・効率的な大学運営 

様々なテーマで役員と部会との協議を行い、事業における課題等について

意思疎通を図った。 

また、今後の情報化関係業務を推進するため、経営企画グループ情報化班

と学術情報センターグループ情報メディア班を情報メディア班に再編・統合

することにより、企画・開発・運用・管理を一体的に行うことができるよう

になった。 

さらに、教職員が一体となり他大学の視察を行いその成果を発表する施設

見学報告会を開催し、その報告に対して学長より表彰を行った。 

２ 人事の適正化 

専任教員 4名の採用を行うとともに、客員教員について引き続き契約の更

新を行うことにより、教育研究体制の充実を図ることができた。 

職員体制については市派遣職員を計画的に削減しながら、固有職員の採用

を行い、将来中核となる職員の育成を行うとともに、学内勉強会等を開催し

た。 

３ 財務内容の改善 

確実な授業料収入の確保を図るとともに、施設の外部貸付の促進を行い収

入確保に努めた。 

70 周年記念事業に向けて、神戸市の協力を得てふるさと納税制度を活用し

た募金方法を決定した。一方、支出の削減のため、総人件費の適正管理に努

めるとともに、他大学と共同調達を行うことにより経費削減に努めた。 

４ 点検及び評価 

第 1期の業務実績及び毎年の業務実績について評価委員会の外部評価を受

審した。評価結果について、関係部会等へのフィードバックにより、効率的

かつ効果的に PDCA サイクルを推進した。 

５ 情報発信の拡充 

大学ロゴを活用することにより、広く社会に発信するとともに、海外への

情報発信のため、ホームページにおける英語版の動画コンテンツを追加する

とともに、大学院案内の英語版、大学案内の中国語版を作成した。 

６ その他業務運営 

教育研究環境の整備として、第 2学舎増設の基本設計を完成させるととも

に、図書館ロビーの再整備、大ホールのトイレ改修について先行実施を行っ

た。さらに、70 周年記念事業実行委員会を立ち上げるとともに、三つの専門

部会も立ち上げた。 

また、神戸環境マネジメントシステム（KEMS ステップ 2）の認証を更新、

防犯カメラ増設による学内駐車場の監視強化、学生の海外留学に係る危機管

理の啓発、学内の安全衛生管理の充実、内部統制などに努めた。 
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３．項目別評価（中期計画項目評価） 

 

（１） 国際的に通用する人材の育成 

法人自己評価 
評価委員会評価 

中期計画 年度計画 実施状況 評価 評価理由 

１ 高度なコミュニケーション能力の

養成 

（１）複数外国語運用能力の獲得 

複数外国語運用能力の獲得のため、

語学授業の少人数クラス化の成果を検

証しつつ、新たに、全学科の専攻語学

のガイドラインを策定する。さらに、

外国語運用能力の高い学生の履修環境

を拡充するなど、質の高い語学教育を

推進する。 

あわせて、学生の授業内外での語学

修得を支援するほか、近年、我が国と

経済や文化などの様々な交流が深まる

東南アジア地域などに関して、言語や

文化などの教育内容を拡充する。 

 

 

 

専攻語学のガイドライ

ン策定 

2013年度 

新規実施 

 

東南アジア地域などの

教育内容の拡充 

2016年度 

新規実施 

 

外国語運用能力の高い

学生の履修環境充実 

2017年度 

新規実施 

 

・語学授業ガイドラインの整備数 

（2011年度2種類→2013年度5種類（全

学科の専攻語学に整備を完了）） 

 

 

○新たにロシア、中国、イスパニアの

各学科において、専攻語学のガイド

ラインを策定する。 

○少人数クラス化後の専攻語学につい

て、学生意見などを踏まえ、授業の

さらなる充実方策を検討する。 

○英語学習のためのインターネット上

の学修環境の充実を試行的に実施す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

専攻語学のガイドライ

ン策定 

2013年度 

新規実施 

 

・語学授業ガイドラインの整備数 

（2011 年度 2 種類→5 種類（全学科の

専攻語学に整備を完了）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年度計画の取組状況】 

○英米、国際関係学科における専攻英語のガイド

ラインに加え、ロシア、中国、イスパニア学科

の各言語のガイドラインを新たに策定した。 

（参考指標）語学授業ガイドラインの整備数 

年度 2011 2012 2013 

整備数 2 2 5 

○授業評価アンケートにおいて、その学生意見に

対して学科ごとに教員回答をまとめ、「外大ひろ

ば」（学内広報）を学内配布するとともに、ホー

ムページでも掲載した。 

○専攻英語のガイドラインの教育目標・方法等を

担当教員間で共有するため、授業日程開始前の4

月に専任及び非常勤講師との懇談会を開催し

た。 

○利用が少なかった e ラーニングシステムのサー

ビス内容を見直し、TOEIC対策及びTOEFL対策コ

ースに分けて募集を行った。また自宅PCからも

利用可能とした。 

（参考指標）eラーニングの提供メニュー数 

年度 2011 2012 2013 

整備数 1 1 4 

○東南アジア地域の文化等を学ぶ機会を学生に提

供するため、ネイサン・バデノック氏（京都大

学東南アジア研究所特定准教授）を招へいし、

「ラオスの民族と言語状況の多様性」の講演会

を企画開催した。 

【成果・効果等】 

○カリキュラムポリシーをもとに具体的な教育内

容や方法等の指針をガイドラインに明文化する

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新たにガイドライ

ンを策定するととも

に、eラーニングの充

実などにより、語学授

業の質向上を進める

ことができた。 

また、東南アジア地

域の文化等を学ぶ機

会を学生に提供する

ことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価  

特記事項 

 

2012年6月18日 提出 
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（２）幅広い教養の修得 

社会や人間に関する幅広い知識と洞

察力の獲得のため、各学科コースにお

いて、外国語の背景にある文化・社会

に通じた人材育成を行うとともに、学

識に基づく多様な教養と知識、さらに

深い専門性や学識を学生に修得させ

る。 

また、情報リテラシー及び初年次教

育の充実を図るとともに、新たに、行

政や地域団体などを招へいした講演、

学生のフィールドワークの経験など、

特色ある教育活動の支援事業を整備す

る。 

さらに、学術情報センター（図書館）

による授業・学修支援などを拡充し、

学生の図書館利用を促すとともに、図

書館ロビーのリニューアルによる事業

充実を行う。 

特色ある教育活動の支

援事業の創設 

2014年度 

新規実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○日本語学課程や日本文化などの実施

体制を強化するとともに、通訳翻訳、

異文化コミュニケーション、情報リ

テラシー、経済・経営分野などの教

育体制の強化を検討する。 

 

○授業において、地域団体やジャーナ

リストなどの学外者を招へいするゲ

ストスピーカー制度を試行的に導入

する。 

 

○学生の図書館利用を促進するととも

に、図書館ロビーのリニューアル方

針を検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

過程において、各言語の階程ごと（学年ごと）

の教育目的等について各学科の教員間の意識共

有を一層図ることにつながった。 

○eラーニングの利用学生数が増加した。ただし、

サービス期間途中に利用しなくなる学生が一定

数見られるため、期間の長さ等の検証を行い、

さらなる改善を図りたい。 

○東南アジア地域の教育内容の充実に関して、

2016 年度の計画年度における内容の取組の検討

に向けて、試行的な実績をつくることができた。 

 

 

 

【年度計画の取組状況】 

○初年次教育において情報ネットワークの使い方

や図書館の活用方法を指導した。 

○織田文雄氏をゲストスピーカーとして招聘し日

中関係の重要性に関する理解を深める機会を提

供し好評であった。 

○図書館ロビーをリニューアルし、多様な学修ス

タイルに対応したラーニングコモンズ（学修の

ための共有スペース）を設置した。 

○学生による魅力ある図書館づくりの一環とし

て、昨年度に引き続き学生による選書ツアーを

実施し蔵書を購入した。 

 

【成果・効果等】 

○初年次教育における情報リテラシーの充実など 

 教育体制の強化等について行うことができた。 

○ゲストスピーカー制度について、試行的に導入

することにより、一定の成果があった。 

○図書館ロビーをリニューアルし、ラーニングコ

モンズを設置することにより学生のアクティブ

ラーニングを促進する環境の整備を図ることが

できた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

試行的に導入した

ゲストスピーカー制

度は好評であった。 

また、図書館ロビー

において、多様な学修

スタイルに対応した

ラーニングコモンズ

を設置することがで

きた。 
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図書館ロビーのリニュ

ーアル 

2016年度 

新規実施 

 

 

・図書館の入館件数 

（2011年度164,545件→増加） 

 

 

（３）高度な外国語運用能力と幅広い

知識に基づく実践的な発信力の強化 

学生の論理性や表現力を伸ばすた

め、発表や討論、論文・レポート執筆

などの経験を授業の中で積ませること

に加え、新たに、学生の自発的な学修

を支援するためのスペースなどを整備

する。 

あわせて、外国語での発信力を一層

強化するため、ICT（情報通信技術）を

活用した情報メディア環境を整備する

とともに、本学と地元企業との連携に

よる「全国大学生マーケティングコン

テスト」などを実施し、英語のプレゼ

ンテーション力などを磨く機会を提供

する。さらに、通訳などの高い英語運

用能力を獲得する国際コミュニケーシ

ョンコースの一部科目を全学的に提供

する。 

 

学修支援スペースの整

備などの環境整備 

2016年度 

新規実施 

 

国際コミュニケーショ

ンコースの一部科目の

全学的な提供 

2017年度 

新規実施 

 

 

 

 

 

・図書館の入館件数 

（2011年度164,545件→増加） 

 

 

 

○英語でマーケティングプランを競う

全国大学生マーケティングコンテス

トや、学内ビブリオバトル（知的書

評合戦）などを開催する。 

○授業やゼミにおいて、学生が論理

的・効果的に発表する能力を養う機

会についての現状把握を行う。 

○教員ニーズを踏まえ、第2AV教室（LL

教室）の情報メディア設備を更新整

備する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・図書館の入館件数 

（2011年度164,545件→2013年度163,727件） 

 

 

【年度計画の取組状況】 

○大学生マーケティングコンテストや学内ビブリ

オバトルを開催することにより、学生への発表

機会を提供した。 

○アメリカの非営利団体の「TED」より承認を受け

て、「TEDｘKCUFS」を開催した。 

○教員アンケートの結果等を踏まえて、アクティ

ブラーニングに対応した教室と学生の自発的な

学修支援スペースを整備する方針を決定した。 

○第２AV 教室の情報メディア設備を更新整備し

た。 

【成果・効果等】 

○アクティブラーニングに対応した教室等の整備

方針を決定することにより、学生が論理的・効

果的に発表する能力を養う機会を提供できるよ

うになった。 

○大学生マーケティングコンテストや学内ビブリ

オバトル、「TEDｘKCUFS」を開催するなど、学生

の発表機会を提供することにより、プレゼン能

力の向上に寄与した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大学生マーケティ

ングコンテストの実

施など、学生への発表

の機会を提供すると

ともに、さらなる発表

能力を養う場を提供

するために、アクティ

ブラーニングに対応

した教室等の整備方

針を決定した。 
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全国大学生マーケティングコンテスト

の参加大学数 

（2011年度13大学→増加。 

全国大会として定着を図り、学生に質

の高い研鑽機会を提供する） 

・国際コミュニケーションコース修了生

のTOEICスコア 

（2011年度平均903点→900点超 

の維持） 

 

 

２ 開かれた大学院教育 

（１）大学院教育の充実 

大学院教育への多様なニーズに対応

するため、研究者の育成に加えて、新

たに、高度職業人を養成するための新

しい履修制度を導入するとともに、市

民のより本格的な生涯学習への関心の

高まりを踏まえ、社会人向けのプログ

ラムを新設する。 

また、通訳翻訳学領域や、現役の英

語教師を対象とする英語教育学専攻

（リカレント・プログラム）の充実を

図るほか、外国人留学生の受け入れを

促進する。 

 

 

高度職業人の養成のた

めの履修制度の新設 

2015年度 

新規実施 

 

社会人向けのプログラ

ムの新設 

2017年度 

新規実施 

 

 

 

・全国大学生マーケティングコンテスト

の参加大学数 

（2011年度13大学→増加。 

全国大会として定着を図り、学生に質

の高い研鑽機会を提供する） 

・国際コミュニケーションコース修了生

のTOEICスコア 

（2011年度平均903点→900点超 

の維持） 

 

 

 

○高度職業人を養成するための履修制

度として、修士課程における課題研

究コースの制度設計を完成させ、学

則改正などを行う。 

 

○社会人の受入に関する制度設計の基

本方針を検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・全国大学生マーケティングコンテストの参加大学

数 

（2011年度13大学→2013年度13大学） 

・国際コミュニケーションコース修了生の TOEIC

スコア 

（2011年度平均903点→2013年度平均915点） 

 

 

 

 

 

【年度計画の取組状況】 

○修士課程における課題研究コースの設置に必要

な学則・規則の改正を行った。 

○社会人コースに関する制度設計の検討を行っ

た。 

○大学院説明会を開催するとともに、学内向け大

学院説明会においては、アンケート調査を実施

した。 

○大学院は 50 名の外国人留学生を受け入れてお

り、外国人研究生については19名の応募があっ

た。（合格者17名） 

○英語教育学専攻のプログラムの充実のため、テ

ィーチングラボ、レクチャーシリーズを開催し

約90名の参加があった。 

○英語教育学の集中講義を利用し、教員免許状更

新講習を提供した。 

【成果・効果等】 

○修士課程における課題研究コースの整備を行う

ことができた。2014年度は、学生募集を行う。 

○社会人の受け入れについては、引き続き検討し

ていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高度職業人を養成

するための履修制度

として、修士課程にお

ける課題研究コース

の制度設計を完成す

ることができた。 

社会人の受入れに

ついては、引き続き検

討していく必要があ

る。 
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（２）研究者の育成 

大学院生に海外の国際会議などへの

積極的な参加を促すとともに、東京外

国語大学をはじめ国内外の大学院との

研究交流や学生交流を推進するなど、

国際的に通用する研究者としての育成

を推進する。 

また、天津外国語大学とのダブルマ

スター制度を継続するとともに、海外

の大学院の提携先の増加を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・海外の国際会議発表助成制度の利用者

数（博士課程） 

（2011年度2件→2018年度6件） 

 

 

３ 教育制度の継続的改革 

カリキュラムの効果的かつ円滑な運

営に努め、授業評価アンケートなどの

FD活動を推進する。 

また、教育課程編成方針（カリキュ

ラムポリシー）に基づき、教職課程な

ども含めた教育制度全般について改善

や充実を図るとともに、第 2 部英米学

科の検証及び検討を行う。 

 

 

 

 

○東京外国語大学との第 4 回合同セミ

ナーや、海外の国際会議発表助成制

度を実施する。 

 

○天津外国語大学（中国）とのダブル

マスター制度を実施するとともに、

モナッシュ大学（オーストラリア）

と通訳翻訳分野における連携を協議

するなど、新たな提携先を検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・海外の国際会議発表助成制度の利用者

数（博士課程） 

（2011年度2件→2013年度3件） 

 

 

 

○カリキュラムの運営を行い、運営上

の課題点への改善や充実を図る。 

○授業評価アンケートなどFD活動を推

進する。 

 

 

 

 

 

 

 

【年度計画の取組状況】 

○東京外国語大学と第 4 回合同セミナー（テーマ

は「現代文学の潮流」）を12月に開催した。 

○学術国際会議研究発表助成制度により、海外の

国際会議などで研究発表を行う大学院生（博士

課程）5名に渡航費等の一部を助成した。  

○天津外国語大学とのダブル・マスター制度を引

き続き実施するとともに、モナッシュ大学（豪）

とのダブル・マスター制度の協定を締結した。 

【成果・効果等】 

○東京外国語大学と継続してセミナーを開催する

ことができた。 

○学術国際会議研究発表助成制度の活用により、

海外の国際会議などへの支援を行うことができ

た。 

○モナッシュ大学（豪）とダブル・マスター制度

の協定を締結するなど新たに提携することがで

き一定の成果があった。 

・海外の国際会議発表助成制度の利用者数（博士課

程） 

（2011年度2件→2013年度5件） 

 

 

【年度計画の取組状況】 

○通年科目の中のポーランド語等を半期科目に変

更し半期毎に単位が取得できるよう改善し、そ

の結果、留学予定者が受講しやすいカリキュラ

ムとなった。 

○学生への授業評価アンケートを実施し、授業へ

の総合評価は4.3点（1～5点の評価）と満足度

の高い結果を確認するとともに、教育支援事業

アンケートを実施した。 

○学生生活調査を実施した。（回収率60.7％） 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学術国際会議研究

発表助成制度により、

海外の国際会議など

への積極的な参加を

支援することができ

た。 

また、モナッシュ大

学とのダブル・マスタ

ー制度を新たに締結

することができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学生への授業評価

アンケートにおいて

満足度の高い結果を

確認することができ

た。また、新たに学生

生活調査を実施する

ことができた。 
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４ 入試制度の検証 

入試制度や入試結果などを検証し、

学生募集方針（アドミッションポリシ

ー）にふさわしい学生が入学している

かなどを把握するとともに、より幅広

い教養をもった学生獲得のための後期

入試制度の見直しを行う。 

新しい後期入試制度の

実施 

2014年度 

新規実施 

 

 

 

 

 

・総志願者倍率 

（第1期年度平均4.6倍→概ね4倍以上

の水準の維持） 

 

 

５ 学生への生活支援と進路・就職支

援 

（１）学生への相談支援 

小規模大学の特性を活かし、精神的

な悩みや経済的支援、課外活動支援な

ど、個々のニーズに対応しながら、学

生生活全般に関する支援を行う。 

そのために、新たに、大学独自に学

生の大学生活への満足度や生活実態に

 

 

 

 

 

 

 

 

○2014 年度後期入試制度の変更につい

て、受験者への広報を行う。 

○推薦入試の全国枠の2010年度新設以

降の結果を検証する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・総志願者倍率 

（第1期年度平均4.6倍→概ね4倍以上

の水準の維持） 

 

 

 

○学生相談室、保健室などの運営によ

り、学生への相談支援を適切に行う。 

○新たに、大学生活への満足度や生活

実態に関する学生調査を実施する。 

 

 

 

【成果・効果等】 

○授業評価アンケート等のFD活動を通じて学生意

見を把握することができた。これをもとに各学

科において対応策を検討したうえ改善に努め

た。 

○学生生活調査の活用方法等について今後検討し

ていく。 

 

【年度計画の取組状況】 

○2014 年度後期入試制度の変更点について、ガイ

ダンスや大学案内、ホームページ等において受

験者へ周知徹底を図った。 

○推薦入試の全国枠について、受験生アンケート

や成績追跡調査を行い効果等について検証を行

った。また、志願者倍率も4倍以上を維持した。 

【成果・効果等】 

○2014 年度後期入試制度の変更について様々な媒

体を通じて、受験者へ周知徹底を図ることがで

きた。 

○推薦入試の全国枠の2010年度新設以降の結果を

アンケートや調査を通じ、検証し、制度が浸透

してきていることを確認するとともに、入学後

も優秀な成績を維持していることを確認した。 

・総志願者倍率 

（第1期年度平均4.6倍→2013年度4.5倍） 

 

 

【年度計画の取組状況】 

○教育活動への学生ニーズを把握するため、授業

評価アンケートなどFD活動を通じて学生意見を

把握した。 

○「相談室だより」（年4回）を発行するほか、学

生に対して各種窓口があることを掲示、ホーム

ページ等を通じて周知を図った。 

○学生相談担当教員を設置するとともに、カウン

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2014年度後期入試

制度の変更について

適切な広報を行うと

ともに、推薦入試の全

国枠の浸透、入学後の

優秀な成績維持、良好

な倍率の維持等効果

を確認することがで

きた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学生相談担当教員

を設置し、カウンセラ

ーとの相談・意見交換

を行うなど、学生の状

況に応じた支援に努

めた。 
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関する調査を実施する。 

大学独自の学生調査の

導入 

2013年度 

2016年度 

新規実施 

 

 

 

 

 

（２）就職支援の拡充 

学生のキャリア形成を支援するた

め、本学での学びと就業や、男女共同

参画などの観点も踏まえた教育や啓発

の充実を図るとともに、学生のインタ

ーンシップ参加を促進する。 

また、TOEICの早期受験の促進などに

よりスコアアップを支援するととも

に、各種ガイダンスや個別面談指導、

企業を招へいした採用説明会などの総

合的な内定獲得支援を拡充する。 

このために、キャリアサポートセン

ターを拡張するとともに、同窓会（楠

ヶ丘会）や保護者会（伸興会）などと

の連携の充実を図る。 

 

 

 

キャリアサポートセン

ターの拡張 

2016年度 

新規実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

大学独自の学生調査の

導入 

2013年度 

新規実施 

 

 

 

 

 

 

○学生のキャリア形成支援を拡充し、

学生インターンシップの派遣先を開

拓するとともに、新たに神戸市男女

共同参画課と連携して女性のキャリ

アデザインを考える機会を提供す

る。 

○TOEICスコアアップ支援のため、1年

生無料受験制度の活用を促進する。 

○内定獲得支援のため、企業の内定時

期の通年化を踏まえて、4月以降も学

内の企業採用説明会を開催するとと

もに、大学院生の就職意向調査を新

たに実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セラーとの相談・意見交換を行った。 

○学生生活調査を実施した。（回収率60.7％） 

【成果・効果等】 

○学生相談室・保健室等についての周知を図るこ

とができた。引き続き、より利用しやすい方法

について検討していく。 

○学生生活調査については、今後集計結果につい

て分析作業を行っていく。 

 

【年度計画の取組状況】 

○キャリアデザイン科目を開講し、大学での学び

をその後のキャリアに位置付けることを考える

講座を提供し82名が受講した。 

○神戸市が実施している「女子学生社会人力アッ

ププロジェクト」について本学との共催で開催

した。 

○海外インターンシップ制度を新たに設け、2名の

学生を派遣した。 

○TOEICスコアアップ支援のため、無料受験制度を

継続して実施した。 

○学生に内定獲得機会を提供するため、学内開催

の企業採用説明会について1カ月延長して行い、

159社を招聘した。 

○大学院生の就職意向調査を 4 月に実施するとと

もに、卒業後の進路状況の把握を行った。 

○入学式の保護者説明会で就職支援状況や内定動

向の説明を行った。 

【成果・効果等】 

○国内インターンシップに加え、新たに海外イン

ターンシップ制度を設けることができた。引き

続きインターンシップの派遣先を開拓するとと

もに、女性のキャリアアップ支援についても継

続して行っていく。 

○各種セミナーやきめ細やかな対応を行うこと

で、高い就職内定率が維持できた。また、新た

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 様々な観点からの

就職支援を行うこと

により、96.2％の高い

内定率を達成するこ

とができた。 

 また、学内開催の企

業説明会を1カ月延長

して行うなど、学生の

内定獲得機会を拡充

することができた。 
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・就職内定率 

（2011年度97.1%（全国93.6%）→全

国平均に比べ高水準の維持） 

・卒業生の就職先等の把握率 

（2011年度100％→維持） 

・インターンシップ派遣数（大学あっせ

ん分） 

（2011年度16団体29名→2018年度

に倍増（58名）） 

・TOEIC受験者数（1年生） 

（2011年度326名→増加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・就職内定率 

（2011年度97.1%（全国93.6%）→全

国平均に比べ高水準の維持） 

・卒業生の就職先等の把握率 

（2011年度100％→維持） 

・インターンシップ派遣数（大学あっせ

ん分） 

（2011年度16団体29名→2013年度

34名） 

・TOEIC受験者数（1年生） 

（2011年度326名→増加） 
 

に大学院生の就職意向調査及び進路状況の把握

を行うことで更なる就職支援を行う。 

 

・就職内定率 

（2011年度97.1%（全国93.6%）→ 

2013年度96.2%（全国94.4%） 

・卒業生の就職先等の把握率 

（2011年度100％→2013年度100％） 

・インターンシップ派遣数（大学あっせん分） 

（2011年度16団体29名→2013年度16団体30名） 

・TOEIC受験者数（1年生） 

（2011年度326名→2013年度315名） 
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（２） 高度な学術研究の推進 

法人自己評価 評価委員会評価 

中期計画 年度計画 実施状況 評価 評価理由  

１ 外国学の研究拠点としての役割の

充実 

（１）大学独自の研究プロジェクト 

外国学の研究拠点として特色ある研

究活動を推進するため、研究プロジェ

クトを大学が支援するための制度を整

備する。これにより、国際会議やシン

ポジウムなどを開催するとともに、ア

ジアやヨーロッパ地域の研究、言語学

などの研究プロジェクトの立ち上げを

検討する。 

大学独自の研究プロジ

ェクト支援事業の創設 

2014年度 

新規実施 

 

・研究プロジェクト支援事業の利用件数 

（第2期に3件以上） 

 

（２）外部資金を活用した研究活動の

拡大 

教員の外部資金の積極的な獲得を一

層促進するため、科学研究費補助金へ

の申請を支援する。特に、若手研究者

の申請支援や大型補助金への申請を促

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○国際会議やシンポジウムの開催を大

学が支援するための制度を新たに整

備する。 

○この支援対象となる研究プロジェク

トを選定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○教員や客員研究者の若手研究者を主

な対象として、新たに外部講師によ

る科研費申請の講演会を行う。 

○学内の共同研究班事業をもとに科研

費の申請を行うとともに、外部資金

を活用した国際会議やシンポジウム

の開催促進策を検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

【年度計画の取組状況】 

○国際会議やシンポジウムの開催を支援する制度

を創設し、募集を行った。 

○言語学系で国内最大規模の日本言語学会の大会

（第147回）を開催した。 

【成果・効果等】 

○国際会議やシンポジウムの開催を支援する制度

の創設により、研究成果等を発表する機会を提

供する仕組みを整備することができた。 

○大学と共催という形式で学会を開催することが

できた。今後、開催件数を増やしていく必要が

ある。 

 

 

 

 

【年度計画の取組状況】 

○科学研究費補助金説明会において外部講師を招

き講演会を行うとともに、科研費申請アドバイ

ジング窓口を継続して設置した。 

○リサーチプロジェクト事業の採択プロジェクト

に科学研究費補助金申請を義務付けることによ

り申請を促す仕組みを整備した。 

【成果・効果等】 

○科学研究費補助金説明会の実施、科研費申請ア

ドバイジング窓口の設置により、外部資金を活

用した研究活動を支援することにより、獲得件

数が増加した。 

○リサーチプロジェクト事業の採択プロジェクト

に科学研究費補助金申請を義務付けることによ

り外部資金の獲得を促進する仕組みを整備し

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新たに国際会議や

シンポジウムの開催

を支援する制度を創

設することにより、研

究プロジェクトを大

学が支援する制度を

整えることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

科学研究費補助金

説明会や科研費申請

アドバイジング窓口

を継続して設置する

ことなどにより、教員

が意欲的に外部研究

資金の活用に取り組

んだ結果、一定の成果

が出た。 

 

 

 

 

 

評価 

特記事項 
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・科学研究費補助金に関わる総件数と研

究者の実人数（各年度の受入及び新規

申請の合計） 

（2011年度80件（うち研究代表者44

件）、49名（うち研究代表者37名）→

増加） 

・大型科学研究費補助金（基盤A又はB）

の新規申請件数 

（毎年度1～2件申請） 

 

 

（３）外国学研究所事業の充実 

多様な地域・学術分野における個人

研究活動や、学科・コースを超えた教

員間による共同研究や研究交流を支援

する。 

また、近隣大学などとの研究交流を

推進するため、神戸研究学園都市大学

交流推進協議会（ユニティ）の共同研

究班事業への申請を促す。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 研究成果等の公表の促進 

学術論文などを保存・公開するリポ

ジトリシステムの本格運用を開始する

など、国内外を問わずウェブ上での研

究業績の情報発信を強化する。 

また、研究成果を市民にも還元する

ため、大学の研究プロジェクトに関連

 

・科学研究費補助金に関わる総件数と研

究者の実人数（各年度の受入及び新規

申請の合計） 

（2011年度80件（うち研究代表者44

件）、49 名（うち研究代表者 37 名）

→増加） 

・大型科学研究費補助金（基盤A又はB）

の新規申請件数 

（毎年度1～2件申請） 

 

 

 

○学内の共同研究班事業を活性化する

ための方策を検討する。 

○神戸研究学園都市大学交流推進協議

会（ユニティ）の共同研究班事業に

申請する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○学術論文などを保存・公開するリポ

ジトリシステムの本格実施を開始す

る。 

○学外から招へいした研究者や客員教

授による講演会などを可能な限り一

般市民に公開する。 

た。 

・科学研究費補助金に関わる総件数と研究者の実人

数（各年度の受入及び新規申請の合計） 

（2011年度80件（うち研究代表者44件）、49名

（うち研究代表者37名）→2013年度84件（うち

研究代表53名）57名（うち研究代表42名） 

・大型科学研究費補助金（基盤A又はB）の新規申請

件数（2013年度 3件申請） 

 

 

 

 

【年度計画の取組状況】 

○リサーチプロジェクト事業を創設し募集を行っ

た。 

○神戸研究学園都市大学交流推進協議会（ユニテ

ィ）の共同研究班事業について、申請を行った。 

【成果・効果等】 

○リサーチプロジェクト事業の創設など、共同研

究班事業の活性化に寄与する仕組みを作るなど

一定の成果があった。 

○神戸研究学園都市大学交流推進協議会（ユニテ

ィ）の共同研究班事業については、引き続き申

請を行うとともに、採択に向けて課題等の把握

を行い、教員の専門分野の情報提供等を行って

いく。 

 

 

【年度計画の取組状況】 

○学術論文などを保存・公開するリポジトリシス

テムの本格実施を開始した。 

○学外から招へいした研究者や客員教授による講

演会など７件開催した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学内の共同研究班

事業を活性化するた

め、リサーチプロジェ

クト事業を創設した。

今後、この制度を活用

し、教員の研究事業を

支援していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リポジトリシステ

ムの本格実施に伴い、

研究業績の情報発信

を強化するとともに、

市民対象の講演会も

開催した。 
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する講演会や、本学が招へいする研究

者などの講演会について、一般市民に

公開する。 

リポジトリの本格運用 2013年度 

新規実施 

 

 

・市民を対象にした講演会の開催件数 

（第1期年度平均2件→増加） 

 

 

３ 海外の研究機関との学術提携 

海外の研究機関の学術提携先を開拓

し、本学の研究者のフィールドワーク

や共同研究、客員研究員の受け入れな

ど、様々な研究交流を行う。 

 

 

 

 

・海外の研究機関との提携数 

（2011年度5件→2018年度10件） 
 

 

 

 

リポジトリの本格運用 2013年度 

新規実施 

 

 

・市民を対象にした講演会の開催件数 

（第1期年度平均2件→増加） 

 

 

 

○新たな学術提携先の開拓を行うとと

もに、既存の提携機関との協定更新

を検討する。 

 

 

 

 

 

・海外の研究機関との提携数 

（2011年度5件→2013年度6件） 
 

【成果・効果等】 

○リポジトリシステムの本格実施を開始すること

により、ウェブ上での研究業績の情報発信が強

化できた。 

○市民対象の講演会を 7 件開催するなど、一般市

民への公開を行った。 

 

・市民を対象にした講演会の開催件数 

（第1期年度平均2件→2013年度7件） 

 

 

【年度計画の取組状況】 

○新たな学術提携先の検討を行ったが、提携にま

では至らなかった。また、既存の提携機関との

協定更新については協議中である。 

【成果・効果等】 

○新たな提携先を引き続き検討し、協定の更新を

進めていく。 

 

 

・海外の研究機関との提携数 

（2011年度5件→2013年度5件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新たな学術提携先

を開拓することがで

きなかった。引き続

き、提携策を検討する

とともに、協定の更新

を進めていく必要が

ある。 
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（３） 地域貢献 

法人自己評価 評価委員会評価 

中期計画 年度計画 実施状況 評価 評価理由  

１ 市民の生涯学習意欲への対応 

（１）社会人学生の受入 

学習意欲や知的探究心の旺盛な市民

を社会人学生として受け入れるため、

新たに、大学院において社会人向けの

プログラムを新設する。 

また、学部においても、科目等履修

生制度の利便向上のための見直しを行

うとともに、第 2 部英米学科の社会人

特別選抜を継続する。 

 

大学院における社会人

向けのプログラムの創

設 

2017年度 

新規実施 

 

・社会人向けのプログラムの大学院生数 

（制度創設後、数名を確保） 

 

 

 

（２）市民の生涯学習機会の提供 

市民の多様な生涯学習ニーズに応え

るため、市民講座やオープン・セミナ

ーにおける魅力的なテーマ設定や場

所、時間帯などの利便向上を図る。 

また、神戸市立博物館などとの講演

会の共催、大学図書館の市民利用制度

などを推進するほか、ユニティの語学

講座や公開講座を引き続き提供する。 

 

 

 

 

○第 2 部英米学科の社会人特別選抜な

どで社会人学生を受け入れる。 

○科目等履修生制度をより使いやすい

制度に見直し、学生募集を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○講演会形式の市民講座と、少人数制

で連続講座のオープン・セミナーを

開講し、広報先を拡大する。 

○市民を対象にした講演会を開催す

る。 

○図書館の市民利用制度の利用期間を

拡充する。 

 

 

 

 

【年度計画の取組状況】 

○第 2 部英米学科の社会人特別選抜などで社会人

学生を20名受け入れた。 

○科目等履修生制度について、学部と第 2 部（夜

間）の区分を一本化し、希望する時間帯に受講

できるよう制度改正を行った。 

○社会人コースに関する制度設計の検討を行っ

た。 

【成果・効果等】 

○科目等履修生制度の改正等より利用しやすい制

度に改正を行った。2014 年度はこの制度に基づ

き学生募集を行う。 

○社会人コースの制度設計について、引き続き検

討していく。 

 

 

 

 

 

 

【年度計画の取組状況】 

○少人数制で連続講座のオープン・セミナーにつ

いては昼間・夕方・夜間の多様な時間帯に開催

することにより、160名の参加があった。 

○市民講座の広報先として書店 4 店舗に協力して

もらうなど、地域におけるちらし設置場所を増

やすことにより、市民へのPRを強化した。 

○神戸市立博物館との講演会の共催を 2 回実施し

248名の参加があった。 

○市民対象の講演会を 7 件開催するなど、一般市

民への公開を行った。 

○図書館、大学生協で市民講座とタイアップした

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

科目等履修生制度

について、学部と第2

部の区分を一本化す

るなどより使いやす

い制度に見直すこと

ができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オープンセミナー、

市民講座、各種講演会

により市民への生涯

学習の機会を提供で

きた。 

さらに、図書館の利

用期間の拡充を継続

して行い、活発な市民

利用につながった。 

 

 

 



- 18 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・オープン・セミナーの延べ受講者数 

（第1期年度平均156名→増加） 

・市民講座の延べ受講者数 

（第1期年度平均336名→維持） 

・市民対象の講演会の開催件数 

（第1期年度平均2件→増加） 

・図書館市民利用制度の開放日数 

（2011年度110日→増加） 

 

 

２ 神戸市の教育拠点としての役割の

充実 

（１）小中高校の英語教育の支援 

小中学校や高等学校の英語教育支援

を拡充し、現職教員の指導力向上を支

援するため、小学校外国語活動基本研

修、中高英語教員スキルアップ研修、

さらには大学の英語教育や教員養成関

連科目を公開するオープンクラスなど

の研修事業を推進するとともに、小学

生の外大訪問事業、中学生イングリッ

シュスクールなど、児童・生徒に様々

な国際交流機会を提供する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・オープン・セミナーの延べ受講者数 

（第1期年度平均156名→増加） 

・市民講座の延べ受講者数 

（第1期年度平均336名→維持） 

・市民対象の講演会の開催件数 

（第1期年度平均2件→増加） 

・図書館市民利用制度の開放日数 

（2011年度110日→増加） 

 

 

 

 

○2013 年度施行の高校の新学習指導要

領を踏まえた中高英語教員スキルア

ップ研修や、小学校外国語活動基本

研修、オープンクラス事業を実施す

る。 

○小学生の外大訪問や中学生イングリ

ッシュスクール、高校訪問などに加

え、中学生イングリッシュフェステ

ィバルを秋季に開催する。 

○兵庫県高校生英語ディベートコンテ

ストの本学開催を、兵庫県教育委員

企画展示を実施した。 

○図書館の市民利用制度について、引き続き利用

期間の拡充を行い115日間開放した。その結果、 

 220 名の登録に対して 2,592 名の入館があり活

発な市民利用につながった。 

【成果・効果等】 

○市民講座のPR強化や市民対象の講演会の開催件

数を増やすなど、一定の成果が見られた。 

○図書館の利用期間の拡充を行うことにより、市

民の活発な利用に繋がった。 

 

 

・オープン・セミナーの延べ受講者数 

（第1期年度平均156名→2013年度160名） 

・市民講座の延べ受講者数 

（第1期年度平均336名→2013年度309名） 

・市民対象の講演会の開催件数 

（第1期年度平均2件→2013年度7件） 

・図書館市民利用制度の開放日数 

（2011年度110日→2013年度115日） 

 

 

 

【年度計画の取組状況】 

○現職教員の指導力向上の支援のため、小学校外

国語活動基本研修（275 名参加）、中高英語科教

員スキルアップ研修（129 名参加）、４校合同小

学校外国語教員研修会（100 名参加）、英語教育

オープンクラス等を開催した。 

○小学生（2校）の外大訪問と英語インタビューを

実施し小学生157名が参加した。 

○中学生イングリッシュサマースクールを開催

し、生徒 491 名が参加した。また中学生イング

リッシュフェスティバル（プレゼンテーション

大会）を開催し、14校から約400名が参加した。 
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小学校教員への研

修事業や小学生の外

大訪問の受入れなど、

外大の特色を生かし

た事業を継続して実

施し、小学校における

外国語活動を支援す

ることができた。 
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・小中高校の英語教育支援事業 

（2011年度6件→増加） 

※6 件は、小学校外国語活動基本研修、

中高英語教員スキルアップ研修、オープ

ンクラス事業、小学生の外大訪問事業、

中学生イングリッシュスクール事業、近

隣高校への教員・学生派遣事業 

 

 

 

（２）高大連携、大学間連携の推進 

ユニティを通じて、地域の大学生や

高校生に本学の授業の受講機会を提供

する。 

また、様々な大学間交流を推進する

とともに、地域の高校への本学教員や

学生の派遣、英語教育に関する各種協

会及び神戸市教育委員会とともに支

援する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・小中高校の英語教育支援事業 

（2011年度6件→増加） 

※6 件は、小学校外国語活動基本研修、

中高英語教員スキルアップ研修、オープ

ンクラス事業、小学生の外大訪問事業、

中学生イングリッシュスクール事業、近

隣高校への教員・学生派遣事業 

 

 

 

 

○地域の高校との教員や学生間の教育

交流を行う。 

○ユニティにおける他大学との単位互

換や職員研修、大学運営の情報交換

などを行う。 

 

○兵庫県高校生英語ディベートコンテストを本学

で2月に開催し、20校から生徒99名が参加した。 

○県内他都市や他府県においても、本学英語科教

員が研修講師や審査員等を数多く務めた。広域

にわたって地域全体の英語教育の充実に大きな

役割を果たしている。 

【成果・効果等】 

○小学校教員への研修事業や中学生や高校生が英

語を使って発表や討論を行う機会を提供するこ

とができた。このような機会を提供することに

より、引き続き地域の英語教育の拠点としての

役割を果していく。 

○研修会等を通じて現職教員の指導力向上等に貢

献できた。 

○英語科教員が広域にわたって研修講師や審査員

等を数多く務めることにより地域全体の英語教

育の充実に大きな役割を果たすことができた。 

 

・小中高校の英語教育支援事業 

（2011年度6件→2013年度7件） 

※6件は、小学校外国語活動基本研修、中高英語教員

スキルアップ研修、オープンクラス事業、小学生の

外大訪問事業、中学生イングリッシュスクール事業、

近隣高校への教員・学生派遣事業 

※2012 年度から「神戸イングリッシュ・フェスティ

バル」開始。 

 

 

【年度計画の取組状況】 

○大学連携セミナー「こうべ生涯学習カレッジ」

に講師を派遣した。 

○六甲アイランド高校の「神戸学全体発表会」に

審査員を派遣した。 

○ユニティの共同事業として公開講座、語学講座、

単位互換、高大連携とともに、職員研修、情報
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地域の高校や大学

連携セミナー等への

教員の派遣やユニテ

ィの共同事業として

行う公開講座や語学

講座を通して地域の
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議会の開催支援などを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 語学教員等の輩出 

神戸市をはじめ地域社会の未来を担

う小中高生の育成に関わる人材を輩出

するため、語学教員などを志望する学

生への総合的な支援充実に努める。 

このため、教職志望学生に対し、教

職課程科目の開講や履修指導、学校現

場へのインターンシップ、教員採用試

験に向けた相談支援などを行う。 

また、他大学との提携により小学校

教員免許取得制度を実施する。 

 

・教員免許取得者数（小中高校） 

（第1期年度平均70名→維持） 

・教員採用者数（非常勤を含む） 

（第1期年度平均16名→維持） 

 

 

４ ボランティア活動の支援 

国際支援や教育、地域のまちづくり

など、多様な分野のボランティア活動

への学生の参画を促進する。そのため

に、ボランティアコーナーを拡張し、

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○教職科目の履修学生に採用試験の受

験を促すため、履修条件などを見直

し、学生に周知する。 

○教職課程の学生に、担当教員や採用

試験合格者などと日常的に交流でき

る教職サロンを提供する。 

 

 

 

 

 

・教員免許取得者数（小中高校） 

（第1期年度平均70名→維持） 

・教員採用者数（非常勤を含む） 

（第1期年度平均16名→維持） 

 

 

 

○国際支援、教育支援、地域交流など、

多様な学生ボランティア活動への参

加を促進する。 

○大規模災害時の学生ボランティア活

交換行った。また、ユニティ事務局が地下鉄沿

線の高校を中心に訪問し高大連携のPR等を行っ

た。 

【成果・効果等】 

○セミナーや教員派遣を通じて地域の高校との教

育交流を行うことができた。 

○ユニティを通じて、地域の大学生や高校生に本

学の授業の受講機会を提供するとともに、大学

間の交流を推進することができた。さらに、新

たに 1 校がユニティと高大連携についての協定

を締結した。 

 

【年度計画の取組状況】 

○面接対策、模擬授業等の教員採用セミナーを実

施するとともに、教職トークライブ「合格者の

話を聞く会」など教職支援行事を５回開催した。 

○学生への情報発信機能の強化のため、教職サロ

ンを主な教室棟である学舎１階へ移転する方針

を決定した。 

【成果・効果等】 

○教職サロンを移転することにより、教職志望学

生への情報提供や利便性の向上等、更なる充実

を目指す。 

 

・教員免許取得者数（小中高校） 

（第1期年度平均70名→2013年度78名） 

・教員採用者数（非常勤を含む） 

（第1期年度平均16名→2013年度16名） 

 

 

【年度計画の取組状況】 

○新入生を対象にボランティア入門講座を開催す

るとともに、メーリングリストへの登録を呼び

かけるなどボランティア活動への参加を促し

た。また、学生スタッフによりボラコ通信を発

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

英語教育活動への支

援を行うことができ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教員採用セミナー

等の拡充や教職サロ

ンの充実等、教職支援

機能を強化すること

ができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学生主体のボラン

ティアコーナーの運

営を支援するととも

に、大規模災害時の学
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啓発や活動情報の発信を拡充する。 

また、スクールサポーターなど学校

現場でのボランティア活動を単位認定

により促進するとともに、小学校の外

国語活動を支援するイングリッシュサ

ポーターを派遣する。 

 

 

ボランティアコーナー

の拡張 

2016年度 

新規実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ボランティア活動への派遣学生数 

（ボランティアコーナー、国際交流セ

ンターの斡旋分の合計） 

（2011年度465名→増加） 

・スクールサポーターの派遣学生数 

（2011年度33名→維持） 

・イングリッシュサポーターの派遣学生

数 

（2011年度7名→増加） 

 

 

 

 

 

 

動への大学の支援のあり方を検討す

る。 

○スクールサポーターやイングリッシ

ュサポーターなどとして、学校現場

に学生を派遣する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ボランティア活動への派遣学生数 

（ボランティアコーナー、国際交流セ

ンターの斡旋分の合計） 

（2011年度465名→増加） 

・スクールサポーターの派遣学生数 

（2011年度33名→維持） 

・イングリッシュサポーターの派遣学生

数 

（2011年度7名→増加） 

 

 

 

 

 

 

行し、学生啓発を行った。 

○大規模災害時の学生ボランティア活動への支援

制度を創設するとともに、４名のボランティア

を派遣した。 

○スクールサポーターやイングリッシュサポータ

ーとして、学校現場に学生を派遣した。 

○ボランティアコーナーの機能や役割について議

論しボランティアコーナーの移転方針を決定し

た。 

【成果・効果等】 

○ボランティア活動への参加を促すとともに、学

生への周知徹底を図ることにより、ボランティ

ア活動への派遣学生が増加した。 

○大規模災害時の学生ボランティア活動への支援

制度を創設することにより、ボランティアの派

遣を行うことができた。 

○スクールサポーター、イングリッシュサポータ

ーとして継続して学校現場へ学生を派遣するこ

とにより、地域の学校と連携を図ることができ

た。 

・ボランティア活動への派遣学生数 

（ボランティアコーナー、国際交流センターの斡

旋分の合計） 

（2011年度465名→2013年度570名） 

・スクールサポーターの派遣学生数 

（2011年度33名→2013年度16名） 

・イングリッシュサポーターの派遣学生数 

（2011年度7名→2013年度1名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生ボランティア活動

への支援制度を創設

し、4名のボランティ

アを派遣することが

できた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 22 - 

 

５ 国際都市神戸への貢献 

（１）神戸市の国際交流事業などへの

支援 

神戸市の姉妹・友好・親善協力都市

などとの文化交流事業や、国内外の学

術文化団体の事業などに学生や教員を

派遣する。 

また、神戸市教育委員会との提携事

業をはじめ、神戸市の各種施策への参

画と貢献を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・市の審議会委員や生涯学習の講師など

を務める延べ教員数 

（2011年度15名→増加） 

 

 

 

 

 

（２）地元企業や地域への貢献 

大学と地域社会とのつながりを深め

るため、地域連携に関する学内の拠点

機能の充実を図りつつ、地域の行政、

団体、地元企業などと連携した地域貢

献や教育研究活動を実施する。 

 

○神戸市の親善協力都市である大邱市

（韓国）の大邱国際大学生フェステ

ィバルに学生を派遣する。 

○神戸市などが行う国際交流事業や国

際スポーツ大会などに通訳ボランテ

ィアとして学生を派遣する。 

○国際都市神戸への関わりや貢献のあ

り方について、学長が中心となって

本学が果たす意義と内容についての

教職員間の共通認識を深めるととも

に、今後の方向を検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・市の審議会委員や生涯学習の講師など

を務める延べ教員数 

（2011年度15名→増加） 

 

 

 

 

 

 

○学生や教職員の多様な活動を通じ

て、地域の企業や団体との連携や交

流を推進する。 

○地域の区役所や経済団体、国際機関

などを対象に新たな事業提携先を開

【年度計画の取組状況】 

○大邱国際大学生フェスティバルに学生を 3 名派

遣した。 

○神戸市などが行う国際交流事業や国際スポーツ

大会、外国船乗客の案内、海外被災地支援活動

への協力などに学生を派遣し、語学力を生かし

た地域貢献を行った。 

○韓国で開催された模擬国連世界大会に学生代表

が参加し、名誉表彰を受けた。 

○国際都市神戸への関わりや貢献のあり方につい

て、地域貢献部会を中心に、今後の方向性等に

ついて検討した。 

○市民大学、講演会等へ講師を派遣するとともに、

市等の審議会の委員としての役割を果たした。 

【成果・効果等】 

○神戸市の国際交流事業への支援を行うととも

に、神戸市の各種施策へ参画することができた。 

○引き続き、国際都市神戸への関わりや貢献のあ

り方について本学の果たす意義等について検討

していく。 

 

・市の審議会委員や生涯学習の講師などを務める延

べ教員数 

（2011年度15名→2013年度14名） 

 

 

 

 

 

【年度計画の取組状況】 

○区役所など、新たな提携先について協議を行っ

たが、具体的な連携までには至らなかった。 

○地元企業の商品の販売促進や地域への集客戦略

などをテーマに企業と連携した第３回マーケテ

ィングコンテストを実施した。 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

 

神戸市が行う国際

交流事業等に学生を

派遣し、また市民大学

等への講師派遣及び

市審議会の委員就任

等により外大として

の役割を果たすこと

ができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新たな事業提携先

を開拓することがで

きなかった。引き続

き、民間の国際交流団

体等、新たな連携先の
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また、中学生のトライやるウィーク

など職場体験実習の受入をはじめ、多

様な地域貢献活動の充実に努める。 

 

 

 

 

 

 

 

・地域の行政や団体などとの提携数 

（2011年度1件→2018年度5件） 

※1件は、神戸市教育委員会 

 

 

 

 

 

 

 

拓する。 

○その他、さまざまな地域貢献活動を

行う。 

 

 

 

 

 

 

 

・地域の行政や団体などとの提携数 

（2011年度1件→2013年度3件） 

※1件は、神戸市教育委員会 
 

○キャンドルイベント等の教職実践演習の一環と

している地域連携事業へ参加した。 

【成果・効果等】 

○大学と地域社会とのつながりを深めるため、

様々な団体と連携することにより、地域貢献に

役立てた。 

○民間の国際交流団体なども含め、新たな事業提

携先を開拓することができなかった。引き続き

連携先等の開拓を図っていく。 

 

・地域の行政や団体などとの提携数 

（2011年度1件→2013年度3件） 

※2011年度の1件は、神戸市教育委員会 

※2012年4月に神戸国際協力交流センター、同年5

月に神戸市立博物館と協定締結。 

 

 

 

 

 

開拓を図っていく必

要がある。 
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（４） 国際交流 

法人自己評価 評価委員会評価 

中期計画 年度計画 実施状況 評価 評価理由  

１ 留学支援制度の拡充 

学生が異文化を体験しながらさまざ

まな知識や経験を獲得できるよう、派

遣留学制度を拡充する。 

このため、多様な留学先の確保や交

換留学枠の拡大を進めるとともに、新

たに留学支援基金の創設による経済的

支援や、TOEFL及びIELTSのスコアアッ

プの支援など、総合的な留学支援制度

の充実を図る。 

また、帰国留学生による留学体験談

の発表や個別相談会など、留学支援の

機会を拡充する。 

留学支援基金（仮称）

の設置 

2013年度 

新規実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・長期留学者数（交換派遣留学） 

（2011年度31名→2018年度50名） 

・短期留学者数（派遣留学） 

（2011年度 62名→長期留学者数の動向

との関連を確認する） 

 

 

○新たに留学支援基金を創設するな

ど、長期留学の経済的支援を拡充す

る。 

○交換派遣留学制度を実施するととも

に、留学希望者の学内選考手続きの

利便向上を図る。 

○海外留学と就職活動の両立支援のた

めのパネルディスカッションを実施

するほか、留学要件となる TOEFL 及

びIELTSの受験支援を拡充する。 

 

 

留学支援基金（仮称）

の設置 

2013年度 

新規実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・長期留学者数（交換派遣留学） 

（2011年度31名→2013年度34名） 

・短期留学者数（派遣留学） 

（2011年度 62名→長期留学者数の動向

との関連を確認する） 

 

【年度計画の取組状況】 

○新たに、荻野スカラシップを創設することによ

り、留学支援の更なる充実を図った。 

○交換留学の可否決定後、派遣留学に挑戦できる

仕組みを構築することにより、交換派遣留学生

制度の利便性向上に努めた。 

○TOEFL の e ラーニング実施等スコアアップ支援

を行った。 

○帰国留学生による留学体験談の発表会や個別相

談会、留学と就活に関するパネルディスカッシ

ョンを実施した。 

○新たに海外インターンシップ派遣プログラムを

実施した。 

【成果・効果等】 

○新たに荻野スカラシップを創設したことで、チ

ャレンジ精神の旺盛な大学院生・学部生の留学

を支援するための制度が充実した。 

○新たな選抜方式の導入など、交換派遣留学制度

の利便性向上に努めるとともに、TOEFLのスコア

アップ支援などにより留学支援の充実を図るこ

とができた。 

○新たに香港インターンシップ派遣プログラムを

実施することにより、大学として海外でコミュ

ニケーション能力の向上を図ることができるシ

ステムを企業と構築することができた。 

 

・長期留学者数（交換・長期派遣・スペイン派遣派

遣留学） 

（2011年度31名→2013年度58名） 

・短期留学者数（派遣留学） 

（2011年度62名→2013年度49名） 

 

 

Ｓ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

新たに、荻野スカラ

シップを創設するこ

とにより、留学支援の

充実を図ることがで

きた。 

 また、新たな海外イ

ンターンシップ派遣

プログラムを実施す

ることにより、学生の

コミュニケーション

能力の向上に寄与す

ることができた。 
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２ 外国人留学生の受入れと学内の国

際交流機会の拡充 

（１）日本語プログラムの充実 

学生が学内で異文化を体験できる機

会を増やすため、留学生を対象とした

春・秋入学の 2 学期制の日本語プログ

ラムの充実を図る。 

特に、留学生数の増加に伴い、同プ

ログラムの拠点スペースの拡張などに

より、留学生と学生の交流を一層促進

する。 

 

 

日本語プログラムの拠

点スペースの拡張 

2016年度 

新規実施 

 

 

 

 

 

 

・日本語プログラムの留学生数 

（2011年度9名→増加） 

・交換留学の人数枠 

（2011年度3名→増加） 

 

 

 

 

（２）外国人留学生への支援 

日本語プログラムで受け入れる留学

生の生活及び日本語会話支援を行うと

ともに、同プログラム以外の正規授業

科目の履修希望に対応する。また、大

 

 

 

○春入学、秋入学の 2 学期制の日本語

プログラムを開講し、留学生を受け入

れる。 

○交換留学の人数枠の増加を踏まえ、

安定した留学生受入体制づくりのた

めの日本語プログラムのカリキュラ

ムを再検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・日本語プログラムの留学生数 

（2011年度9名→増加） 

・交換留学の人数枠 

（2011年度3名→増加） 

 

 

 

 

 

○日本語プログラムの留学生の生活及

び日本語会話支援を行うとともに、

住居支援の拡充を検討する。 

○学内で、英語、中国語、日本語など

 

 

【年度計画の取組状況】 

○日本語プログラムの実施として、春学期（4月～

7月）12名、秋学期（9月～12月）8名、サマー

コース3名の合計23名の留学生（うち国費留学

生3名）を受け入れた。 

○安定した留学生受入体制づくりのため、日本語

プログラムについて３コースの柔軟なクラス・

プログラム編成が可能になった。 

○日本人学生との交流を促進するため、2016 年度

に日本語プログラム教室を移転することを決定

した。 

【成果・効果等】 

○日本語プログラムのカリキュラムを変更し、幅

広く対応できる科目を一定数設けたことで、機

動的で柔軟な留学生科目を構築し、安定した受

け入れ態勢を整えることができた。 

○日本語プログラム教室の移転に伴い、留学生の

学内交流機会の充実を図る。 

 

 

・日本語プログラムの留学生数 

（2011年度9名→2013年度12名） 

※上記記載の人数は春学期のみ 

・交換留学の人数枠 

（2011年度3名→2013年度13名） 

 

 

 

【年度計画の取組状況】 

○生活支援（メンター）19 名、日本語会話パート

ナー32 名の学生ボランティアを確保することに

より留学生の支援を行った。 

○英語、ロシア語、中国語、スペイン語、ドイツ

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 日本語プログラム

の実施について、3コ

ース（春学期・秋学

期・サマーコース）を

設けるなど受入体制

の充実を図ることが

できた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 日本語プログラム

の留学生の日常生活

支援体制を実施し、適

切に支援することが
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学院生などの留学生の奨学金申請や履

修手続きなどを支援する。 

また、留学生と学生の交流を促進し、

学生が留学生やALT（外国人英語指導助

手）などと外国語などで交流するチャ

ット事業をはじめ、学生ボランティア

団体とも連携して国際交流事業の充実

を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

・留学生の生活及び日本語会話支援 

を行う延べ学生数 

（2011年度27名→増加） 

・チャット事業の延べ参加学生数 

（2011年度1,224人→増加） 

・外国人留学生数（大学全体） 

（2011年度87名→増加） 

 

 

３ 海外の教育機関との交流・連携の

拡充 

海外の大学などとの交換交流提携先

の開拓を推進するとともに、交換教員

の受け入れや、招へいした研究者によ

る講演会などを行う。 

また、海外の大学や大学院と、ダブ

ルディグリー制度やダブルマスター制

度などの提携先の増加を図る。 

 

 

多言語のチャット事業を実施すると

ともに、学生ボランティアと連携し

た国際交流事業を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・留学生の生活及び日本語会話支援 

を行う延べ学生数 

（2011年度27名→増加） 

・チャット事業の延べ参加学生数 

（2011年度1,224人→増加） 

・外国人留学生数（大学全体） 

（2011年度87名→増加） 

 

 

 

○各学科の地域を中心に学生の交換交

流提携先を開拓する。 

○ロシア、中国、イスパニア学科での

交換教員受入を継続するとともに、

国際関係学科又は英米学科でも交換

教員などの受入を検討する。 

○海外の大学や大学院とのダブルディ

グリー制度やダブルマスター制度な

どを検討する。 

 

語及び日本語のチャットを実施し、868名が参加

した。 

○日本語留学生によるスピーチ発表会、シネマプ

ロジェクト、神戸弁語劇において、学生ボラン

ティア団体の協力を得て、そのコンテンツの作

成や発表会等の運営を行った。 

○在学生と外国人留学生との交流会を実施した。 

【成果・効果等】 

○チャット事業を継続実施することにより、学生

のコミュニケーション力の向上を図ることがで

きた。 

○学生ボランティア団体と連携し、在学生と留学

生の交流事業を行うことができた。今後とも、

継続して実施する必要がある。 

 

・留学生の生活及び日本語会話支援を行う延べ学生

数（2011年度27名→2013年度51名） 

・チャット事業の延べ参加学生数 

（2011年度1,224人→2013年度868名） 

・外国人留学生数（大学全体） 

（2011年度87名→2013年度76名） 

 

 

 

【年度計画の取組状況】 

○ローマ大学（伊）、サラマンカ大学（西）、マド

リード自治大学（西）、ミュンヘン大学（独）と

交換協定を新規に締結した。 

○ロシア、中国、イスパニア学科での交換教員受

入を継続するとともに、国際関係学科において

ヴィクトリア大学（加）の教員を集中講義に招

へいした。 

○モナッシュ大学（豪）と通訳翻訳分野に関する

ダブル・マスター制度の協定を新規に締結した。 

○ダブル・ディグリー制度について、エルマイラ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｓ 

できた。 

 また、各言語のチャ

ットや様々な発表会

を通じて、国際交流事

業の充実を図ること

ができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新たに４大学と交

換協定を締結し、合計

で32大学と交換協定

を締結することがで

きた。 

 また、モナッシュ大

学と新規にダブルマ

スター制度の協定を

締結することができ

た。 
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・交換交流協定の締結大学数 

（2011年度23件→2018年度35件） 

・海外から招へいした研究者等による講

演等件数 

（2011年度12件（※）→増加） 

※交換教員4名、外国人研究者の 

招へい8件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・交換交流協定の締結大学数 

（2011年度23件→2013年度29件） 

・海外から招へいした研究者等による講

演等件数 

（2011年度12件（※）→増加） 

※交換教員4名、外国人研究者の 

招へい8件 
 

大学（米）と協定を更新した。 

○スペイン学長会議に出席し、提携先との交流を

行った。 

○天津外国語大学（中）からダブル・マスター生

を受け入れた。 

【成果・効果等】 

○新規に４大学と交換協定を締結することによ

り、32大学と締結することになった。 

○新たにヴィクトリア大学（加）から教員を招へ

いするなど学生に講義や講演を提供する機会を

増やすことができた。 

 

・交換交流協定の締結大学数 

（2011年度23件→2013年度32件） 

・海外から招へいした研究者等による講演等件数 

（2011年度12件→2013年度9件（※）） 

※交換教員4名、外国人研究者の招へい5件 
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（５） 柔軟で機動的な大学運営 

法人自己評価 評価委員会評価 

中期計画 年度計画 実施状況 評価 評価理由  

１ 自律的・効率的な大学運営 

（１）運営体制の改善 

自律的・効率的な大学運営を推進し、

理事長のリーダーシップのもとで教職

員の英知を結集するため、役員打合会

に加えて学長懇談会を設置する。また、

学外の有識者の識見を活用しながら、

理事会、経営協議会、教育研究評議会

を運営する。 

また、教育研究及び大学運営の組織

体制を適時適切に見直すことにより、

中期計画の着実な推進や効率的な執行

体制を確保するとともに、法令遵守や

大学倫理の徹底を図る。 

 

 

 

学長懇談会の設置 2013年度 

新規実施 

 

 

・学外の有識者の役員などへの任命又は

委嘱数 

（毎年度、5～6名程度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○大学運営において、教員の活発な議

論を促すとともに運営の透明性を確

保するため、学長懇談会を定期的に

開催する。 

○中期計画の推進体制を確保するた

め、部会などの運営状況や組織体制

の適切な見直しを図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学長懇談会の設置 2013年度 

新規実施 

 

 

・学外の有識者の役員などへの任命又は

委嘱数 

（5～6名程度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年度計画の取組状況】 

○様々なテーマで役員と部会との協議を行い、事

業における課題等について意思疎通を図った。 

○学長懇談会を制度化し、学長をはじめとする役

員と教員とで自由な意見交換を行うことができ

る場を整備した。 

○70 周年記念事業実行委員会を立ちあげ、事業の

進め方等について役員と協議を行った。 

○学生生活調査の実施にあたり、役員打合会と部

会で様々な議論を行った。 

○教員の補充人事において、各学科・グループか

らの要望に基づく役員ヒアリングを実施し、意

向を踏まえた適正な人事を行った。 

○経営協議会の学外委員の委嘱を行った。 

○今後の情報化関係業務を推進するため、経営企

画グループ情報化班と学術情報センターグルー

プ情報メディア班を情報メディア班に再編・統

合した。 

【成果・効果等】 

○役員と部会、学科等との協議の場を設け、コミ

ュニケーションを図る仕組みを構築することに

より、テーマに応じて様々な協議を行った。 

○組織体制の適切な見直しとして情報メディア班

へ統合することにより、企画・開発・運用・管

理を一体的に行えるようになった。 

・学外の有識者の役員などへの任命又は委嘱数 

（5名） 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

役員と部会、学科等

との協議の場を設け

ることにより、様々な

事業の課題等につい

て、意思疎通を図るこ

とができた。 

また、情報メディア

班の統合など組織体

制の見直しを行うな

ど、自律的・効率的な

運営体制の整備でき

たため。 
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（２）事務などの効率化・合理化 

事務の執行状況を定期的に点検し、

ICT を活用した事務の効率化や業務の

外部委託化など、事務局組織や事務執

行の一層の効率化・合理化を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務事業の改善提案制

度の新設 

2013年度 

新規実施 

 

 

・ペーパーレス会議の拡大 

（2011年度7会議68回→増加） 

 

 

（３）大学データの蓄積及び活用 

IR（インスティテューショナル・リサ

ーチ）機能を強化し、各部会や事務局

各グループにおける大学運営情報や学

生及び卒業生に関する情報などの収集

を進めるとともに、それらの連携や集

約による分析や大学運営への活用を図

る。 

 

IRをテーマにした役員

会の開催 

2013年度 

新規実施 

 

 

○事務事業改善を一層促進するため、

職員の自発的な検討及び提案を支援

するための制度を設ける。 

○ペーパーレス会議を拡大する。 

○事務執行体制や事務改善状況を点検

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務事業の改善提案制

度の新設 

2013年度 

新規実施 

 

 

・ペーパーレス会議の拡大 

（2011年度7会議68回→増加） 

 

 

 

○本学における IR（インスティテュー

ショナル・リサーチ）機能の方向性

や、蓄積するデータの種類、その収

集方法などを検討する。 

○中期計画の進捗確認のために各種指

標を有効に活用する。 

 

 

IRをテーマにした役員

会の開催 

2013年度 

新規実施 

 

【年度計画の取組状況】 

○第 2 学舎の増築にあたり、教職員による他大学

への視察を行い、その成果を「施設見学報告会」

として各グループより発表を行う機会を設け

た。さらに、その報告に対して学長より表彰を

行った。 

○広報関係会議などペーパーレス会議の拡大を図

ることにより、会議の効率化・合理化を図った。 

○事務執行体制や事務改善状況を点検するととも

に、計画シートに役員打合会コメントを反映さ

せ、進捗状況の把握に努めた。 

【成果・効果等】 

○教職員が一体となり視察を行いその成果を発表

する施設見学報告会を行うことができ、教職員

間の連携とモチベーションの向上に寄与した。 

○役員打合会のコメントを各グループにフィード

バックする仕組みを整えることにより、適時適

切な進捗状況の把握を行った。 

 

・ペーパーレス会議の拡大 

（2011年度7会議68回→2013年度8会議109回） 

 

 

【年度計画の取組状況】 

○IR をテーマにした役員打合会を２回開催し蓄積

するデータの種類、収集方法等について検討し

た。 

○教学のIRに着手するため、第１回学生生活調査

を企画し、全学生を対象に実施した。  

 

【成果・効果等】 

○IR について、指標・データの活用により学内で

の課題共有を図る意義に関して共有が図られ

た。今後、中期計画の進捗確認のために各種指

標をどのように有効に活用するのかについて検
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 職員の自発的な検

討成果を発表する施

設見学報告会などを

実施するとともに、事

務執行体制や事務改

善状況について適時

適切な進捗状況の管

理を行う仕組みを整

えることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

IR についての課題

を学内で共有すると

ともに、第1回学生生

活調査を実施するこ

とができた。 
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大学独自の学生調査の

導入 

2013年度 

2016年度 

新規実施 

 

 

２ 人事の適正化 

（１）教職員人事の適正化 

中期計画を実現し、将来を見据えた

教育研究基盤の整備を推進するため、

計画的な採用人事、客員教員制度など

の活用により適正な人員配置を図り、

特色ある教育研究体制を充実する。 

また、教員の業績評価制度（ユニッ

ト制）に基づく適切な処遇により、意

欲の向上や教育研究活動の活性化を引

き続き図る。 

職員人事について、計画的かつ段階

的に市派遣職員を削減しながら、固有

職員の採用など適正な人員配置を推進

する。 

 

 

 

 

・客員教員数 

（2011年度4名→増加） 

・市派遣職員数 

（2011年度30名→減少（毎年2名程度）） 

・固有職員数 

（2011年度13名→増加） 

 

 

 

 

 

 

大学独自の学生調査の

導入 

2013年度 

新規実施 

 

 

 

 

○各専門分野で研究業績の優れた教員

を採用する。 

○特色ある教育研究体制の充実のた

め、新たな客員教員の委嘱を検討す

る。 

○市派遣職員を 2 名程度削減し、固有

職員の採用など適正な職員配置に努

める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・客員教員数 

（2011年度4名→増加） 

・市派遣職員数 

（2011年度30名→減少（2名程度） 

・固有職員数 

（2011年度13名→増加） 

 

 

 

 

討していく。 

 

 

 

 

 

 

【年度計画の取組状況】 

○専任教員4名の採用を行うとともに、客員教員3

名について、引き続き契約の更新を行った。 

○市派遣職員を2名削減するとともに、固有職員3

名を採用した。また、2014 年度の人員配置を検

討し、市派遣職員 2名の削減及び固有職員 3名

の採用者を決定した。 

○障害者雇用促進法を踏まえ、障害者雇用として

新たに2014年4月採用者1名を決定した。 

 

【成果・効果等】 

○各専門分野で研究業績の優れた教員を採用する

とともに、客員教員制度などを実施し、教育研

究体制の充実を図ることができた。 

○今後とも、市派遣職員を計画的かつ段階的に引

き上げ、固有職員の採用を進めるとともに、将

来中核となる職員の育成を行っていく。 

 

・客員教員数 

（2011年度4名→2013年度3名） 

・市派遣職員数 

（2011年度30名→2013年度26名） 

・固有職員数 

（2011年度13名→2013年度19名） 
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専任教員、客員教員

の採用により特色あ

る教育研究体制の構

築に努めるとともに、

固有職員を採用する

ことにより、事務組織

についても大学業務

の高度化・専門化への

対応を図ることがで

きた。 
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（２）人材育成の推進 

職員に対して、研修計画に基づく体

系的な研修を実施する。特に、将来の

大学運営体制の構築のため、その中核

を担う固有職員について、研修や学内

の人事異動、さらには管理職登用を通

じた人材育成を図る。 

また、教員の教育研究活動の研鑚の

機会として、在外研究や特別研修制度

を継続する。 

 

係長昇任制度の制定

（職員） 

2018年度 

新規実施 

 

・外部研修受講数 

（2011年度延べ125名→維持（業務に必

要な研修を適切に受講）） 

 

 

３ 財務内容の改善 

（１）自己財源の確保 

授業料などの学生納付金について適

正な収入規模を維持するとともに、外

部研究資金などの獲得や、文部科学省

の補助金などへの申請、施設の外部貸

付を推進する。 

さらに、70 周年記念事業に向けて卒

業生をはじめ寄付金への協力を広く呼

びかけるなど、多様な財源確保に努め

る。 

 

 

 

 

 

 

○固有職員の採用時及び 3 年次研修を

行うとともに、職務に必要な各種研

修を受講させる。 

○教員の在外研究制度や特別研修制度

を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・外部研修受講件数 

（2011年度延べ125名→維持（業務に必

要な研修を適切に受講）） 

 

 

 

 

○70 周年記念事業に向けた寄付金の呼

びかけを始める。あわせて、寄付金

納付の利便向上を検討する。 

○授業料収入の確保のため、引き続き

未納者対応を適切に行うとともに、

納付困難者に新たな支援を実施す

る。 

○施設の外部貸付を一層促進する。 

 

 

 

 

 

 

【年度計画の取組状況】 

○固有職員の採用時研修及び 3 年次研修（神戸市

実施の研修）を実施した。 

○教員の在外研修制度や特別研修制度について募

集を行った。 

○固有職員の適正な人事配置のため、係長への登

用をはじめ、職員の人事・給与制度を検討する

ため、学内での勉強会を開催した。 

○ユニティ加盟大学との共同研修を行った。 

 

【成果・効果等】 

○職員に対して研修を行い、その成果を業務に活

かすことができた。また、学内での勉強会によ

り、人事制度等の理解を深めることができた。 

 

・外部研修受講件数 

（2011年度延べ125名→2013年度延べ74名 

 

 

 

【年度計画の取組状況】 

○70 周年記念事業に向けて、募金部会を中心とし

て多様な寄付方法について検討した結果、神戸

市の協力を得てふるさと納税制度を活用した募

集を行うことを決定した。 

○授業料収入の確保のため、引き続き未納者の対

応を適切に行うとともに、民間の学費サポート

プランも導入した。 

○施設の外部貸付の促進を行った結果、初めて 1

千万円を超える使用料収入を確保した。 

○消費税増税に伴う施設使用料の改定を行った。 

 

【成果・効果等】 

○納付困難者に対して、様々な情報提供を行うこ

とにより、確実な授業料収入の確保を図ること
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教職員に業務に必

要な研修を適切に受

講させるとともに、採

用時研修、3年次研修

を実施することによ

り、固有職員の計画的

な育成を図ることが

できた。 

また、学内での勉強

会を開催することに

より、知識の習得のみ

ならずモチベーショ

ンの向上等に寄与し

た。 

 

 

 

 

 

 

未納者の対応を適

切に行うなど授業料

収入の確保に努める

とともに、施設使用料

についは、1千万円を

超える収入を確保で

きた。 
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・施設の外部団体利用料収入 

（6か年合計5千万円を目指す） 

・寄付金収入 

（6か年合計1億円を目指す） 

 

 

（２）予算の適正化及び効率的な執行 

中期計画の実現を図りつつ、総人件

費の適正管理や経常経費の削減に努

め、中期的な財政収支見通しに基づく

適正な予算管理を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・職員人件費（退職金除く） 

（2011年度比10％程度の削減） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・施設の外部団体利用料収入 

（2013年度末までに8百万円以上） 

・寄付金収入 

（2013年度末までに16百万円以上） 

 

 

 

○職員人件費の計画的な削減により、

総人件費の適正管理に努める。 

○他大学との物品の共同購入を新たに

実施するなど、効率的な執行に務め

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・職員人件費（退職金除く） 

（2013年度に、2011年度比1.6％程度の

削減） 

 

 

 

 

 

 

ができた。 

○70 周年記念事業に向けた寄付金募集について

は、一定の方向性を決めることができた。 

○施設の外部貸付については、利用促進に努めた

結果、目標を上回る使用料収入を確保すること

ができた。 

・施設の外部使用料収入 

 2013年度末  11百万円 

・寄附金収入 

 2013年度末  30百万円 

 

 

【年度計画の取組状況】 

○市派遣職員を2名削減することにより、2011年

度と比較して退職金を除く職員人件費は 5.5％

の削減になった。 

○神戸大学を中心とした５大学による PCC 用紙と

トイレットペーパーの共同調達に参加した。 

○電気使用量削減のため、学内８棟の LED 照明切

り替え工事を実施した。（約4,000本） 

【成果・効果等】 

○計画的に市派遣職員の引き揚げを行うことによ

り、総人件費の適正管理に努めることができた。 

○物件費等の削減についても共同調達という新た

な取り組みの結果、一定の成果を上げることが

できた。 

・職員人件費（退職金除く） 

（2013年度に、2011年度比5.5％の削減） 
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適正な職員配置に

伴い総人件費の適正

管理に努めるととも

に、ＬＥＤ照明切替工

事の実施等により電

気使用量の削減に努

めることができた。 
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（３）資産の運用管理の改善 

老朽化した大学施設設備について、

長期保全計画に基づく計画的な改修を

推進するとともに、設備改修における

省エネ機器の積極的活用を行う。 

また、照明や空調などの適正利用の

推進、施設の日常管理などにより大学

資産の適正な運用管理を行う。 

 

 

 

 

 

 

・総エネルギー使用量 

（2010年度比10％削減の水準（465KJ）

を維持） 

 

４ 点検及び評価 

地方独立行政法人法に基づき、毎年

度の業務実績について自己点検評価及

び外部評価を受け、中期計画の進捗管

理や個別事業の改善や充実に活用す

る。また、学校教育法に基づく認証評

価機関の評価を受ける。 

この 2 つの評価について、相互に関

連づけながら効率的かつ効果的に PDCA

サイクルを推進するほか、評価結果を

速やかに公表し、それらの改善を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

○体育館の外壁改修や個人研究棟エレ

ベーター改修など、大規模老朽改修

工事を行う。 

○職員と学生による節電パトロールな

ど、エネルギー使用の適正管理を行

う。 

 

 

 

 

 

 

 

・総エネルギー使用量 

（2010年度比10％削減の水準（465KJ）

を維持） 

 

 

○第 1 期の業務実績評価を受けるとと

もに、評価結果への対応を行う。 

○2010 年度に受審した大学評価結果へ

の対応状況の点検に着手する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年度計画の取組状況】 

○長期保全計画に基づき、体育館の外壁改修工事

や研究棟エレベーター改修工事等の大規模老朽

改修工事を行った。 

○職員と学生による節電パトロール等を行うこと

により、総エネルギー使用量について2010年度

比10％削減水準を維持できた。 

○図書館、大ホールトイレ改修工事を行った。 

○研究棟への二重窓、網戸設置を行った。 

 

【成果・効果等】 

○長期保全計画に基づき概ね大規模修繕を行うこ

とができた。また、エネルギー使用の適正管理

を行うことにより削減目標を達成できた。 

・総エネルギー使用量 

（2010年度比10％削減の水準（465KJ）を維持） 

 

 

【年度計画の取組状況】 

○第 1 期の業務実績評価について評価委員会の外

部評価を受審した。評価結果について関係部会

へフィードバックし、検討を指示した。 

○2010 年度に受審した大学評価結果における助言

4 項目について学内での検討を踏まえ改善報告

書の作成に着手した。 

【成果・効果等】 

○評価委員会結果等を関係部会へフィードバック

することにより、効率的かつ効果的にPDCAサイ

クルを推進することができた。 

○今後、大学評価結果に対する改善報告書の作成

を行い提出する予定である。 
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長期保全計画に基

づき大規模老朽改修

工事を行うとともに、

エネルギー使用の適

正管理を行うことが

できた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第1期の業務実績評

価や 2012 年度業務実

績評価を踏まえた改

善充実策を講じるこ

とができた。 
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５ 情報発信の拡充 

多様な広報メディア媒体の活用を推

進し、卒業生や高校生も含め、大学の

ステークホルダーへのきめ細やかな情

報発信を行う。 

さらに、優秀な学生を引き続き全国

から獲得するため、教職員と学生が一

丸となりオープンキャンパスや地域の

高校、全国各地の進学ガイダンスなど

の広報活動を戦略的に拡充する。 

また、法人としての社会的説明責任

を果たすだけでなく、大学の魅力を学

内外へ強く発信するため、特色ある教

育研究活動や地域貢献事業の情報発

信、大学情報の公表に対応する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○オープンキャンパスに加え、地域の

高校を主な対象にした入試説明会を

新たに実施するとともに首都圏など

のガイダンス参加を拡充する。さら

に、大学院の入試説明会を新設する。 

○大学ロゴの活用を始めるとともに、

記者資料提供などにより大学の活動

情報を広く社会に発信する。また、

卒業生向けの大学情報の発信を拡充

する。 

○海外への情報発信のため、ホームペ

ージ上の動画コンテンツに英語版を

追加するとともに、英語版及び中国

語版の大学案内を作成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年度計画の取組状況】 

○オープンキャンパスを 8月の 2 日間開催し、延

べ4,100名の参加があった。 

○県下等の高校生等を対象にした入試説明会（新

規）を11月に開催した。 

○新たに、教育実習に参加する4年生（約40名）

が、実習先の高校で大学案内の配布や説明を行

う資料を作成した。 

○東京でのガイダンスに参加（7月に2回）すると

ともに、東京外国語大学オープンキャンパス（11

月）にも参加し、来場者へのPRを行った。 

○東京、福岡、学内及び韓国で大学院入試説明会

を開催し、約450名が参加した。 

○大学ロゴの各種印刷物への使用や、バックパネ

ルやバナーの作成などを行うとともに70周年ロ

ゴも作成し卒業生向けに情報発信を行った。 

○各種事業に関し、記者資料提供（21 件）を行い

新聞等へのメディア掲載（9件）につなげた。 

○ホームページ上の動画コンテンツに英語版を追

加するとともに、大学院案内の英語版、大学案

内の中国語版（英語版は2011年度作成）を作成

した。 

【成果・効果等】 

○オープンキャンパスでは、教職員、学生ボラン

ティア（約80名）が一丸となって協力し、大学

の魅力をPRすることができ、アンケート回答で

も高い満足度を得ることができた。 

○大学ロゴをデザインに活用するとともに、70 周

年ロゴも作成し、グローバルな大学のイメージ

を効果的にＰＲすることができた。 

○東京でのガイダンス等により、首都圏の受験生

にＰＲすることができた。 

○英語版・中国語版のコンテンツにより、海外向

けに本学の概要をよりわかりやすく発信するこ

とができた。 
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オープンキャンパ

スやガイダンスなど

を利用して入試説明

会を行うとともに、大

学ロゴやホームペー

ジの充実により積極

的な PR を行うことが

できた。 
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・ホームページ総閲覧件数 

（2011年度374万件→増加） 

・オープンキャンパス来場者数 

（2011年度4,200名（入学定員 

（430名）の約10倍）→維持） 

・高校等への入試広報件数 

（2011年度39件→増加） 

・記者資料提供件数 

（2011年度25件→増加） 

 

 

６ その他業務運営 

（１）環境への配慮 

教育研究活動や大学運営により生じ

る地球環境への負荷を低減するため、

環境マネジメント活動を推進する。 

 

 

 

 

 

・KEMSステップ2（神戸環境マネジメ

ントシステム）の目標達成率 

（全項目の目標達成を目指す） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ホームページ総閲覧件数 

（2011年度374万件→増加） 

・オープンキャンパス来場者数 

（2011年度4,200名（入学定員の 

約10倍）→維持） 

・高校等への入試広報件数 

（2011年度39件→増加） 

・記者資料提供件数 

（2011年度25件→増加） 

 

 

 

 

○環境マネジメントシステムを運用

し、KEMSステップ2を更新する。 

○大学周辺のクリーン作戦への学生参

加を呼びかける。 

 

 

 

 

・KEMSステップ2（神戸環境マネジメ

ントシステム）の目標達成率 

（全項目の目標達成を目指す） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ホームページ総閲覧件数 

（2011年度374万件→2013年度523万件） 

・オープンキャンパス来場者数 

（2011年度4,200名→2013年度4,100名） 

（入学定員の約10倍を維持） 

・高校等への入試広報件数 

（2011年度39件→2013年度43件） 

・記者資料提供件数 

（2011年度25件→2013年度21件） 

 

 

 

【年度計画の取組状況】 

○7月に審査を受け、KEMSステップ2を更新した。

6 項目の環境改善目標に対して 5 項目について

達成できた。また、KEMS ニュースを全職員へメ

ール配信を行い、啓発に努めた。 

○県下の大学としては初めて関西エコオフィス宣

言事業所に登録した。 

○ボランティアコーナースタッフによる学内花壇

の花植えと散水を行うとともに、大学周辺の清

掃活動を行った。 

【成果・効果等】 

○3 年間の二酸化炭素排出実績などが評価される

エコ大学ランキング（NPO法人エコ・リーグ実施）

で第５位（国公立大学では第 1 位）に格付けさ

れた。（127大学が参加） 

○KEMSステップ2を更新することにより、環境改

善や環境意識の啓発など一定の成果が得られ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

KEMS ステップ 2 の

認証取得を更新する

とともに、エコ大学ラ

ンキングで5位（国公

立大学では１位）に格

付けされた。 
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（２）危機管理 

大規模な自然災害や疾病、事件・事

故などの緊急事態に備え、危機管理マ

ニュアルの周知徹底を図り、防火・防

災訓練及び学内の防犯対策、情報セキ

ュリティの確保など、平時からの対応

に努める。また、学生や教職員の海外

渡航時の安否確認など、緊急時に迅速

に対応できる体制を確保する。 

 

 

 

 

 

 

（３）安全管理の取組 

学生及び教職員の心身両面における

支援のため、定期健康診断や精神面も

含めた相談窓口などを運営するととも

に、就学又は就労環境を良好に維持す

るため、大学施設・設備の安全確保な

どに努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○学内駐車場などの監視機能の強化を

検討する。 

○学生の海外留学に係る危機管理の啓

発を行うとともに、災害等発生時に

迅速な安否確認を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○安全衛生委員会を定期的に開催し、

教職員及び学生の安全管理の取組を

推進する。 

○大学施設・設備の安全点検を実施し、

緊急補修などの対応を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年度計画の取組状況】 

○防犯カメラを４台増設し、学内駐車場などの監

視機能の強化を行った。 

○危機管理マニュアルの周知徹底に努め、教職員

の危機管理意識の徹底に努めた。 

○海外留学中の事故等については、保険加入を行

うことにより対応するとともに、学生に対して

海外留学に係る危機管理の啓発を行った。 

【成果・効果等】 

○防犯カメラの増設等により、学内の監視機能強

化に一定の成果が見られた。 

○短期派遣海外旅行保険への加入を学生に義務付

けるなどの成果が見られた。 

 

 

【年度計画の取組状況】 

○安全衛生委員会を 2 回開催するとともに、教職

員の定期健診、メンタルヘルスチェック等を行

った。 

○「相談室だより」を発行し、学生に対して各種

の窓口があることを掲示・ホームページなどを

通して周知を図った。 

○学生相談担当教員を設置し、月 2 回カウンセラ

ーと相談・意見交換を行った。 

○緊急補修が必要な箇所の有無等、大学施設・設

備の安全点検を年２回実施した。 

【成果・効果等】 

○学生の精神的な悩みなど個別のニーズに対応す

ることができた。 
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防犯カメラの設置

など学内駐車場の監

視機能の強化を図る

とともに、教職員の危

機管理意識の徹底に

努めることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学生相談担当教員

の設置など学生や教

職員の安全衛生管理

の充実を図ることが

できた。 
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（４）教育研究環境の整備 

将来にわたって魅力ある教育研究環

境の整備を推進するため、学生の学修

支援のためのスペースの設置、キャリ

アサポートセンターの拡張をはじめ、

学生支援環境の一層の充実を図る。ま

た、ICTの活用を推進し、情報基盤シス

テムなどの機能充実を図る。 

学生支援環境の充実 2016年度 

新規実施 

（具体内容） 

・第2学舎の増設 

・学修支援スペースの創設 

・キャリアサポートセンター、 

ボランティアコーナーの拡張 

移転 など 

・その他の施設充実 

・日本語プログラム拠点スペー 

スの拡張移転 

・学生会館のリニューアル 

・図書館ロビーのリニューアル 

・大ホールの充実 など 

 

（５）創立70周年記念事業の企画及び

実施 

創立70周年を契機とした教育研究活

動、学生支援の制度や環境の充実、記

念誌の発行及び特別講演会の開催な

ど、記念事業を実施し、広く社会に発

信する。 

これに向けて、同窓会（楠ケ丘会）

や保護者会（伸興会）など大学関係者

の結びつきを一層深め、卒業生同士、

あるいは大学や学生との交流の活性化

を図る。 

 

 

○第 2 学舎の増設などの教育研究環境

の充実について基本設計を行うとと

もに、図書館ロビーの再整備の先行

実施を検討する。 

○学生ニーズの大きいトイレ改修につ

いて、当面の改修計画を検討する。 

○情報基盤システムの更新に向けた検

討を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○学内教職員による実行委員会を設置

し、70 周年記念事業としての取組内

容を企画する。 

○同窓会、保護者会、学生団体、大学

生協などを構成員とした連絡協議会

を立ち上げる。 

 

 

 

 

 

【年度計画の取組状況】 

○第 2学舎の増設にあたり、教職員による 9大学

の視察を行い、その意見を反映した基本設計が

完成した。 

○先行的に図書館ロビーの整備を行い、多様な学

修スタイルに対応したラーニングコモンズ（学

修のための共有スペース）に生まれ変わった。 

○トイレ改修について、当面の改修計画を検討す

るとともに、大ホールのトイレ改修、図書館の

トイレ改修を行った。 

○情報基盤システムの更新・学務システムの更新

に向け、調達手続きを開始した。 

【成果・効果等】 

○第 2 学舎の増設については、教職員の意見を反

映させた基本設計を策定できた。今後、基本設

計に基づき実施設計を完成させる。 

○情報基盤システムについては、様々な課題等を

検討し、調達手続きを行うことができた。 

○図書館ロビーをリニューアルし、ラーニングコ

モンズを設置することにより学生のアクティブ

ラーニングを促進する環境の整備を図ることが

できた。 

 

【年度計画の取組状況】 

○70 周年記念事業実行委員会を立ち上げるととも

に、三つの専門部会（記念誌編集部会、記念事

業部会、募金事業部会）を立ち上げた。 

○神戸市の協力による「ふるさと納税制度」によ

る寄付の受け入れを前提とした制度設計を行っ

た。 

○創立70周年記念事業にかかるロゴを作成し、各

種広報媒体などで使用していくことを決定し

た。 

【成果・効果等】 

○70 周年記念事業実行委員会を立ち上げ、取組内
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図書館ロビーが多

様な学習スタイルに

対応したラーニング

コモンズに生まれ変

わるなど充実した教

育研究環境の整備を

図ることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

70 周年記念事業実

行委員会や三つの専

門部会を立ち上げる

など事業の推進体制

を整備することがで

きた。 
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70周年記念事業の開催 2016年度 

新規実施 

 

 

 

 

（６）内部統制 

内部統制として、業務の適正を確保

し、社会的信用を高めるためのリスク

マネジメントや効率性の向上などのた

め、内部監査を計画的に実施し、必要

な業務改善を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○各種の内部監査を年度計画に基づき

実施する。 

○前年度の監査結果を踏まえた業務改

善状況を点検する。 

 

容について検討した。 

○「ふるさと納税制度」による寄付の受け入れ等

利便性の高い収納方法を実施した。 

○70 周年ロゴの決定により、広く社会に発信して

いく。 

 

 

【年度計画の取組状況】 

○内部監査計画に基づき、科学研究費に関する内

部監査や神戸市に準じた自主監査などを実施し

たが、特に改善を要する結果はなかった。 

○文部科学省の「公的研究費の管理・監査に関す

る研修会」に引き続き参加し情報収集を行った。 

【成果・効果等】 

○各種監査を通じて、必要な業務改善等を行うこ

とができた。 
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内部監査を実施し、

法令遵守や業務の効

率性の確保を図るこ

とができた。 
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